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わりの深い部分に使われる一般会計は

町
の家

計
簿

に努めました

平成13年度

平
成
13
年
度
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収
入
等
の
減
少
は
あ
り
ま
し
た
が
、
行
政
改
革
に
よ
る

事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
費
節
減
等
に
よ
り
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
町
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
や
少
子
・
高
齢
化
に
向
け
た
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
、
道
路
、
公
園
、
公
共
下
水
道
を
中
心
と
す
る
都
市
基
盤
の
整
備
や
、
情
報
技
術
の
活
用
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
利
率
の
高
い
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
行
い
、
翌
年
度
以
降
に
も
効
果
の
あ
る
財
政
健
全
化

対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
82
億
９，
３
２
４
万
円
、
歳
出
が
80
億
７，
９
４

７
万
円
で
、
平
成
12
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
が
１
０，
５
９
５
万
円
（
１
・
３
％
）、
歳
出
が
１

５，
２
０
９
万
円
（
１
・
８
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金　　額区　　　　　分

14億4,202万円海 田 町 財 政 調 整 基 金

6億6,949万円海 田 町 公 共 施 設 等 整 備 基 金

2億8,575万円海 田 町 土 地 開 発 基 金

2億5,155万円海 田 町 地 域 福 祉 基 金

35万円海 田 町 減 債 基 金

6,137万円海 田 町 国 際 交 流 基 金

5,031万円織 田 幹 雄 ス ポ ー ツ 振 興 基 金

500万円海 田 町 国 民 年 金 印 紙 購 入 基 金

50万円広 島 県 収 入 証 紙 購 入 基 金

27億6,634万円合　　　　　計

基金（積立金）の状況

町税 
41億9,053万円 
50.5％ 

町税 
41億9,053万円 
50.5％ 

地方交付税 
８億1,361万円 
9.8％ 

地方交付税 
８億1,361万円 
9.8％ 

町債 
６億7,140万円 
8.1％ 

国庫支出金 
４億7,294万円 
5.7％ 

県支出金 
３億6,260万円 
4.4％ 

地方消費税交付金 
３億712万円 
3.7％ 

その他 
14億7,504万円 
17.8％ 

歳　入 
82億9,324万円 
歳　入 

82億9,324万円 

一般会計 

歳入の主なものとしては、町税41億9,053万円（構成比50.5％）、地
方交付税８億1,361万円（9.8％）、町債（借入金）６億7,140万円（8.1％）、
国庫支出金（国からの補助金など）４億7,294万円（5.7％）です。
自主・依存で財源を分類すると、自主財源（町税・その他の一部）

が歳入の62.1％を占め、前年度に比べ0.3ポイント減少しています。

町税の税収内訳

金　　額区　　　分

24億7,221万円固 定 資 産 税

15億3,856万円町 民 税 （ 含 ・ 法 人 町 民 税 ）

1億5,040万円町 た ば こ 税

2,936万円軽 自 動 車 税

41億9,053万円合　　　計
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7 2003年（平成15年）２月号

道路や、福祉・教育など町民生活に関

健全な財政運営

町債（借入金）現在高

町民一人当たりの一般会計
支出額　26万5,458円の内訳

土木費 
17億7,559万円 
22.0％ 

民生費 
15億9,452万円 
19.7％ 

公債費 
13億738万円 
16.2％ 

総務費 
10億1,099万円 
12.5％ 

教育費 
９億3,304万円 
11.6％ 

衛生費 
６億3,787万円 
7.9％ 

衛生費 
６億3,787万円 
7.9％ 

消防費 
４億1,788万円 
5.2％ 

その他 
４億220万円 
4.9％ 

歳　出 
80億7,947万円 
歳　出 

80億7,947万円 

一般会計 

歳出の主なものとしては、土木費17億7,559万円（構成比22.0％）、
民生費15億9,452万円（19.7％）、公債費13億738万円（16.2％）、総務費
10億1,099万円（12.5％）、教育費９億3,304万円（11.6％）です。
性質別に分類すると、義務的経費（人件費・扶助費・公債費）が

47.4％、投資的経費（普通建設事業費）が17.5％、その他の経費が
35.1％となっています。

②民生費
生活の安定や福祉の向
上に

52,389円

①土木費
道路、施設などをつく
るために

58,338円

④総務費
窓口サービスなどのた
めに

33,217円

③公債費
町の借金の返済に

42,955円

⑥衛生費
健康を守るためやごみ
処理に

20,958円

⑤教育費
学校教育・社会教育の
ために

30,656円

⑧その他

13,215円

⑦消防費
災害対策のために

13,730円

金　　額区　　　分

78億4,733万円普 通 債

10億6,779万円減 税 補 て ん 債

2億2,181万円臨 時 税 収 補 て ん 債

1億5,590万円臨 時 財 政 対 策 債

92億9,283万円合　　　計

13年度こんな事業をしました。

▲１歳６カ月児健康診査

蜻海田南小学校屋外トイレ整備事業

特別会計・企業会計決算
歳　出歳　入会計名

18億8,640万円19億2,226万円公共下水道事業

20億1,019万円21億1,121万円国民健康保険

20億6,912万円20億7,369万円老 人 保 健

8億9,068万円9億2,482万円介 護 保 険

4億3,267万円4億4,223万円水 道 事 業

（平成14年３月31日の人口30,436人で算出）

平成13年度決算報告
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